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ただしXはヒルベルト空間，9はコンパクト位相空間とし，簡単のためm＝1とする．この問題の

Kuhn－Tucker型最適性条件は，適当た仮定のもとで以下のように与えられる．

・一・ル）・∫・κ・（κ，ω）伽（ω）

（4）

皇（κ，ω）くO ∀ω∈9

∫・（κ，ω）刎（ω）一・

                 λは非負のRadon測度

Xが有限次元の場合，λは離散測度どたり，問題（3）は形式的には半無限計画となる．伊藤・志水

（1991）では，準ニュートン法を用いて（4）を満たすKuhn－Tuckerベクトル（κ，ノ1）を求めるアルゴ

リズムを提案している．

 研究報告会当日は，問題（3）の一例として，線形制御系

                元＝ル十3，m＋3．v，κ（O）＝0

                2＝Cκ

において，外乱。から評価出力zへの伝達関数のH。。ノルムがある許容水準以下であるという満足化条

件のもとで，2次評価関数を最小化する問題を取り上げた．
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               線形計画問題の主双対内点法

                                    水 野 眞 治

 内点法は線形計画問題などの最適化問題を解く数値計算法の1つであり，N．Karmarkarにより発表

された．多くの研究発表によれば，内点法は大規模な問題を単体法に比べ効率的に解く．線形計画法で

は，はじめに与えられた問題を主問題とすると，その問題と対をなす双対問題を考えることができる．主

双対内点法は，線形計画問題の主問題と双対問題の両方を同時に解く内点法である．水野（1992）は，既

発表の数多くの主双対内点法を調べ，それらを総括した．

 Kojimaet a1．（1991a）は，線形計画問題の主問題と双対問題の組を一般化した線形相補性問題の内点

法を研究し，大域的収束性と多項式オーダーの収束性を持つロングステップ・アルゴリズムを提案した．

Mizmo and Nagasawg（1991）は，アルゴリズムとして単純であるが理論的に高速な収束性を持つ内

点法を研究し，その理論的特性を保持したまま，目的関数が単調に減少するようにアルゴリズムを改良

した．Kojimaet a1．（1991b）は，初期点を簡単に求められる外点法を研究し，その大域的収束性を明ら

かにするとともに実行不可能性の判定条件を求めた．Kojimaet al．（1991c）は，ニュートン法の代わり

に共役方向法を使う場合の内点法の基礎研究を行った．Mizmo and Nagasawa（ユ992）は，計算効率

がよいといわれている主双対アフィンスケーリング法を研究し，ポテンシャル関数を使うことにより多

項式オーダーのアルゴリズムを提案した．
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       Long－Step A舐ne Sca1ing法の大域的収束性について

                                    土 谷   隆

 次のようだ線形計画問題＜D＞を考えよう：

               m三nimize c±κ，subject toκ∈P，

                 P＝1κ∈”1〃κ一ろ≧O｝，

             λ＝［α、，．．．，0．1∈”Xm，0∈”，ろ∈Rm．

ここで，肋m后（λ）＝m，＜D〉は内点可能解および最適解を持つものと仮定する．

 この問題を解くために，I．I．Dikinによって1967年に提案されたアフィンスケーリング法（Dikin

（1967））は，世界で最初の内点法で，簡単で性能も良く，AT＆TのKORBXシステムなどに使用され

ている．その反復は〈D〉の内点κにおいて次のように定義される：

                       B（κ）一10
 （1）              κ十＝κ一λ
                    σ（［〃κ一ろ］一’〃B（κ）一〇）‘

ここで，『〃］は，ベクトル。を対角要素とする対角行列，σ（o）は。の最大要素を表し，B（κ）＝λ［〃κ

一6］’2〃と定義する．κ十は次の近似解，λはステップ幅で，この値が1だと丁度κ十は制約領域の境界

にくる．

                y（κ）；［〃κ一ろ1－2〃B（κ）一I0

は，＜D〉の双対問題の線形制約を満たし，単体法のシャドウプライスに対応する量で“双対推定”と呼ば

れる．

 このアルゴリズムに関しては，次の2つの点が理論的に大きな問題とたってきた．

 （I）通常の実装では，λ＝0．9～O．99が使われているが，理論的に最適解への収束が保証されるλの値

   は分かっていなかった．

（II）最適値の値を推定するための有効な方法が存在したかったため，明快な停止条件が設定できた

   かった．

 我々は，Tsuchiya（1991．1992）で提案された大域的収束性の証明を元に，Dikin（1992）によって示

された興味深い結果を拡張し，次の結果を得た．これは，上の2つの問題点を一挙に解決したものと考

えられる：

 定理．（Tsuchiyaand Muramatsu（1992））．上述の仮定の下で，λ＝2／3とすると，反復（1）で生成

される点列｛κω｝は＜D〉の最適解集合の相対的内点に収束し，同時に双対推定の点列y（κω）は〈D〉

の双対問題の最適解集合の相対的内点に収束する．その際，目的関数値は漸近的に収束率1／3の一次収

束をする．


